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About MI Lecture Note Series

The Math-for-Industry (MI) Lecture Note Series is the successor to the COE Lecture 
Notes, which were published for the 21st COE Program “Development of Dynamic 
Mathematics with High Functionality,” sponsored by Japan’s Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) from 2003 to 2007. The MI Lec-
ture Note Series has published the notes of lectures organized under the following two 
programs: “Training Program for Ph.D. and New Master’s Degree in Mathematics as 
Required by Industry,” adopted as a Support Program for Improving Graduate School 
Education by MEXT from 2007 to 2009; and “Education-and-Research Hub for 
Mathematics-for-Industry,” adopted as a Global COE Program by MEXT from 2008 to 
2012.

In accordance with the establishment of the Institute of Mathematics for Industry (IMI) 
in April 2011 and the authorization of IMI’s Joint Research Center for Advanced and 
Fundamental Mathematics-for-Industry as a MEXT Joint Usage / Research Center in 
April 2013, hereafter the MI Lecture Notes Series will publish lecture notes and pro-
ceedings by worldwide researchers of MI to contribute to the development of MI.

October 2014
Yasuhide Fukumoto
Director
Institute of Mathematics for Industry



序文

九州大学マス・フォア・インダストリ（ ）研究所の共同利用・共同研究拠点プログラ

ムの研究集会 として「感染症数理モデルの実用化と産業及び政策での活用のための新た

な展開」を 年 月 日から 月 日の 日間に渡って開催しました。無事に所定の

日程を終えられましたことにつきまして、九州大学 の皆さまとご講演と運営協力をお

引き受けくださいました皆さまに厚く御礼申し上げます。この講究録は、全 講演の各講

演者から寄せられた論文あるいは要旨をまとめることによって完成するに至りました。各

講演者には開催前からの講究録原稿の提出にご協力いただきました。

感染症の数理モデルの妥当性が未だに十分でない背景がある一方、モデル対象は複雑性

を増す傾向に拍車がかかっており、ニーズが細分化・高度化しています。この研究集会は、

現状を打破して真に有用な感染症数理モデルの産業界・政策現場での活用を目指すという

野心的なスローガンを抱えて開催しました。特に、問題解決のためには、これまでにない

目的志向型の（ ）モデル構築・選択を客観的に実施することを目指しまし

た。例えば、検疫や隔離のような特定の公衆衛生現場における課題について、どのような

社会構造を想定したモデルでどのような入力情報・計算量で対応するのか、モデル化の方

法論を統合し、各専門家・各産業界の代表が知恵をふり絞ることによって最適なモデリン

グアプローチを提案していくことが求められます。本研究集会では、この目的志向型の感

染症数理モデリングを達成することを念頭に、モデル選択や問題解決型のモデル構築と解

析のあり方に焦点を当てて議論を展開しました。

中でも、若手研究者のオペレーショナルな研究を推進するために「当たって砕けろト

ライアル」や「御意見吸収スポンジトーク」と名付けたアメリカンスタイルの議論を交

えつつの発表を数多くの大学院生や博士研究員の方に実施していただきました。これら

セッションの間は、運営責任者 名と感染症の数理モデルを専門にする教授陣に最前列

に陣取っていただき、どんどんと発表者に質問を押し付けながら議論を展開することが

できました。中には、とても破壊的なものや極めて建設的な意見を含むものもあり、本

研究集会では最も盛り上がった企画になったかと思います。

日本では，未だ感染症関連の数理モデル研究は全般的に弱小です．この研究集会の研究

内容の記録を本誌にまとめることを通じて、再度原著研究を振り返り、個々の研究につい

て更なる飛躍を遂げる契機にしたいと思います。現状況をこのまま放置すると理論家や計
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算機科学者は結構な蚊帳の外に居続けることになり、データ採取の現場は海外研究者の都

合の良いフィールドに成り下がり続けます。状況を改善するためには互いの壁を完全に撤

廃して、皆さんで協力して高めあうしかありません。このワークショップのような広い相

手を対象とする研究教育機会ばかりは個としての研究グループの研究を度外視し、少しで

も理論研究・実用研究の活性化に貢献できるよう、できるだけの機会を提案します。今後

も若手研究者の育成を目指して、研究集会を企画して参りますし、研究道に入られる方は

可能な限りにお手伝いしたいと思います。皆さま、変わらぬご支援と継続的な議論をお願

いいたします。

年 月吉日

運営責任者 東京大学大学院医学系研究科

西浦博
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